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2016年 釜山セ子大学校この文化交流7ログラム
「韓回茶道の世界へ」開催

6月 5日 (日 )の 回―ズ祭に「韓国茶道の世界へ」が開催さ
れ、釜山女子大学校航空運航学科の学生4名が、韓国から持
参 したお茶、お菓子、茶道具などを用いて、本格的な「韓国
茶道」を披露 してくれました。釜山女子大学校 (韓国・釜山

広域市)では、韓国茶道の継承に大変力を入れており、茶道
が全学生の必修科目となつています。

お茶会は13:00と 14:30の 2回設けられ、それぞれ43名 、
32名 の参加者がありました。いずれもお点前の後に釜山女子
大学校の先生から歴史や髪形、衣装についての解説があり、
参加者からの熱心な質問がありました。

お茶会の様子

国際交流会のメンバーが準備とお茶席のお運びを担当しま
したが、ひとつの目的を一緒に達成 しようとする中で、本学
の日本人学生と留学生、釜山女子大学校の学生が、親 しく交

流 していたことが一番の成果で した。
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響学生のための要術・文化観賞会

7月 10日 (日 )に、学生18名 と引率教員2名 が国立劇
場歌舞伎鑑賞教室に参加 しました。

千代田区隼町にある国立劇場は、日本における伝統
芸能の公開、後継者の育成、調査研究等を行つている
施設です。最初「歌舞伎のみかた」が解説され、学生
は興味深く鑑賞していました。続いて F升三間堂棟由
来 (さ んじゅうさんげんどうむなぎのゆらい)」 が上
演され、初心者にとって分かりやすいところもあれば
難しいところもあって学生の表情はさまざまでした。
字幕表示も少しされましたが,日本人でも仕掛けや演
出からうっすらとしか分からないことがあつたので、
留学生にとってはさぞ難しく感じたことでしょう。

それでもなお、歌舞伎に少し魅せられて日本の舞台
芸術に親しみを持ち始めた学生も多かつたようです。
文化を知ることは国際交流の一歩であることをあらた
めて思う一日でした。

【町田キャンパス】

7月 21日 (木)第 1食堂で、吉林華僑外国語学院
からの短期留学生、生活デザイン学科3年の賀亜楠
さん、李倖君さんの修了パーティーが行われまし
た。学生、教職員を併せて19名 が参加 して2人の門
出を祝いました。
修了生からは留学での楽しい体験や大変さにつ

いて流暢な日本語でスピーチがあり、在学生から
はお祝いと労いの言葉を贈 りました。

中相原町会夏祭ιI参加

8月 20日 (土 )、 中相原町会夏祭りに留学生6名が
参加しました。

午前中は台風の影響で大雨警報が発令される程の
大雨でした。そんな激しい雨音を聴きながら、お祭
り開催が危ぶまれる中で、地域の方々から浴衣を着
付けていただき、昼食までご馳走になつて式典開始
を待ちました。
すると13時の式典開始直前、これまでの激 しい雨

が嘘のように突然止み太陽が照りだし、神主の祝詞
や留学生の玉串奉糞などの式典を行うことができま
した。
途中、晴天も束の間、時折雨が強くなつたりしま

したが、留学生は地域の方々や子ども達と一緒に山
車・神輿巡行の綱を握つて大学周辺を歩きました。
途中の休憩時間には一般家庭に上げていただき、接
待を受けました。

【千代田三番町キャンパス】

8月 5日 (金 )ローズホールにて、金山女子大学校
からの短期交換留学生 金貞喜さん (現代家政学科2

年)の修了パーティが開催され、15名 が参加しまし
た。参加者ひとりひとりからお別れの言葉が贈られ
ましたが、金さんが、短い間にたくさんの人とコミ
ュニケーションを取つていたことがよく分かる内容
でした。最後に一緒に学んだ中国人留学生がお別れ
の歌を歌つてくれ、泣いたり笑つたりの思い出深い

会とな りました。
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海外協定機からの短期交換留学生3名が8月に本学での学びを終えて帰国

浴衣の着装、大雨の中の山車引き、一般家庭での
休憩の接待など、2016年夏の思い出になることでし
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タト国語絵本展開催のお知らせ

今年も外国語絵本展を開催 します。展示絵本の言
語は、英語、フランス語、 ドイツ語、中国語、韓国
語です。内容の簡単な説明を添えますので、外国語
が読めなくても大丈夫 :絵本を手に取つてご覧下さ
い 。

【町田キャンパス】
日程 :9月 26日 (月 )午後1時～11月 13日 (日 )

KVA祭最終日午後4時

場所 :大学附属図書館内

【千代田三番町キャンパス】
日程 :11月 17日 (木 )午後1時～12月 22日 (木 )

午後5時

場所 :大江記念二番町図書館内

私の異文化・海タト体験 第 1回
「英語」こ『留学」が私にくれたもの

森 朋子 (現代家政学科 )

私は、かな り小さい時から「英語が話せるようにな りた
い」「アメリカに留学 したい」と思っていた。

英会話を習い始めたのは、大学 1年生の後期か らである。

最初は全 く話せなかつたが、先生の言 うことを一言も聞き

漏 らすまいと全神経を集中 していたら、2年 ぐらいで突然ス

ル リと話せるようになった。

長期でアメリカに留学 したのは、1988年 の8月 のことであ

る。カリフォルニアにある大学で、1年 間は英語学校生とし

て、2年 間は言語学部の大学院生として過ごした。

アメリカの大学生はよく勉強すると言われるが本当であ

る。私もウィークデーのほとんどは、朝か ら授業、夕飯の

後は図書館で勉強、寮に帰つたらシャワーを浴びてす ぐ就

寝という生活を送ったが、みんなそうだったので特につら
いとも思わなかった。む しろ充実感の方が大きかった。

大学院2年の時には、学部の日本語の授業を教える機会を

得ることができた。クラスの学生達が学ぶ日本語と日本文

化の全て (も しくは多く)は私が発信者だと思うと、体の

奥か ら熱 くな り、寝てもさめても教材のことばか り考え、

親に頼んで家の写真や『サザエさん』のコピー、日本のお

菓子などを送ってもらった。この経験が、今の私の仕事の

原点になっている。

しか し、留学時代を思い返 した時に、最も印象深いのは

実は「人」である。眉間に跛を寄せなが ら一緒に試験の勉

強をした友達、イースターやクリスマスに自宅に招いてく

れた友達とご家族、いつも励ま しサポー トして下さつた先

生、インターネッ トもメールもない時代に誰かが手に入れ
た貴重な日本語の雑誌を回 し読み した日本人の仲間。その

人達と過ごした思い出が私にとつてアメリカという国を特

別なものにしているのだ。

若い時に外国で暮らしたこと、日本
を外から見たこと、文化の違う人達と
一緒に過ごしたことは、それまで「子
ども」だった私の視野を大きく広げ、
人間としての成長を助けてくれた。

外国語の習得や外国での生活は、何
も国際的な目的のためだけに有効なわ
けではない。なるべ く多くの学生に異
文化・海外体験をしてほしいと思う。
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◇森 朋子 センター長 (現代家政学科)

異なる文化に出会った時、まずは「違い」を面白いと思います。そし
て、そのうち同じ人間としての「共通性」の方がずつと多いということ
に気づいていきます。学生のうちにぜひその体験をして下さい。

◇中国範子 副センター長 (児童学科)

1年間を通して、夏祭りやパーティー、外国語スピーチコンテス ト等
地域の方々のご協力を頂きながら、楽しいイベントを企画しています。
皆さんには国際交流を通して楽しみながら様々な文化や価値観に触れて
外国を身近に感じられることを願つています。

◇畝部典子 (大学院)

国際交流は海外に出かけなくてもできます。海外の文化を知り日本の
文化を伝えること、海外の人々とお互しヽの考えを交換すること等も立派
な国際交流です。まずはキャンパスにいる留学生とコミュニケーション
してみましょっ。

◇井澤尚子 (現代家政学科)

「異文化を理解する」ということは、その国を “思いやる"こ とだと
思います。違うということを受け入れ、「そうなんだ」と感じることで

世界が広がります。みなさんも国際交流センターのイベントに参加して
しヽろいろ感じてみてください。

◇松田正己 (健康栄養学科)

留学生の方は日本にいる間に、日常会話で使われている「本物」の日
本語を習得して下さい。生活の中にある知的で美しい日本語と、テレビ

などで使われているその対極にある言葉を、区別できるようになりたい
ですね。

◇藤田恵子 (生活デザイン学科)

約20年 前、娘が電車内で広げていた語学テキス トについて会話をした
外国人のお宅にホームステイして、短期留学をした経験があります。国
際交流の機会は案外身近なところにあるのかも知れません。

◇マーク・ルイス (人間福祉学科)

Become a world citizen and have fun uttderstanding other

Cultures   You can share your ideas about 」apan and iearn about
other countries through the internatiOnal Exchange Center

◇千葉―博 (人間福祉学科)

皆、未来を見据えて、本学での授業や活動を楽しみましょう。影響を
及ばしあうのは自然なことで、それは皆の未来において必然なことでも
あるでしょう 国際交流センターが皆の成長を支えられたらいいなと思
います。

◇宇野真理 (町 田キャンパス学生支援グループ課長)

大学という身近な環境で、知識としてしか知らなかつた外国を隣人の

国、学友の故郷なのだと感じるようになる機会です。国際交流センター
のイベントに参加してみませんか。ケーキや軽食の出るパーティーもあ
りますよ。

◇李 慧瀧 (町 田キャンパス学生支援グループ)

言語や文化が違う人との交流をしてみませんか。国際交流センターで
はたくさんの交流イベントが企画されます。皆さんのご参加をお待ちし
ております。

◇寺尾誠― (町 田キャンパス学生支援グループ)

国際交流を身近なところから始めましょう。新しい発見があるかもし
れません。そのようなお手伝いをしていきたいと思つています。

◇平山喜代美 (千代田二番町キャンパス学生支援グループ課長)

“国際交流"と いつても堅苦しく考えないでください。大学でのイベン
ト等に参加することにより、身近なことから、国際交流ができると思い

ます。授業とは違つた意味で学べることに関わり、サポー トして行きた
いと思います。

◇富樫 健 (千代田三番町キャンパス学生支援グループ)

身近でできる異文化交流、国際交流センター主催のイベントに参加し
てみませんか。留学生との交流をキーワー ドに、他の言語・文化・生活
習慣等を理解して、私の引き出しを増やして、次への糧にしましょう。

◇利根川智子 (千代田三番町キヤンパス学生支援グループ)

大学生活 4年間の中で、勉学以外の何かに打ち込むことは次の進路に

直結します。留学生と交流することが、自身の成長や人間力の向上に繋
がります。まずはチャレンジです。新しい自分を探しに、一歩前へ踏み
出しましょう。
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いういう募集中 〔本学学生対象)

新 しい季節に国際交流を始めませんか

アメ リカ合衆国 フロリダ州にあるFlorida
lnternational Universityで 日本語を学ぶ学生と
メール交換 しませんか。使う言語は「日本語」で

も「英語」でも「両方」でも大丈夫。地球の裏側
に友達を作りましょう :

申し込み先 :学生支援グループ (申 込用紙あり)

申し込み期限 :9月 29日 (木 )

「英語サロン」で、マーク ロルイス先生と英会

話を楽 しみませんか。自分の都合の良い日だけの

参加で大丈夫。レベルも問いません。興味があつ

たら、少し勇気を出して参加してみましょう。
リラックスした楽しいサロンですよ。

◇開催日時・場所

【町田キャンパス】
水曜日12:20～ 12:50 図書館にて
10月 5日 、 12日 、 19日 、26日 /11月 2日 、

9日 、 16日 、30日 /12月 7日

【千代田二番町キヤンパス】
金曜日12:20～ 12:50 1404に て
10月 7日 、14日 、21日 、28日 /11月 4日 、
18日 、25日 /12月 2日 、9日

アメリカの大学生と,Tル交換 留学生と日本人学生との出会い

留学生と日本人学生が出会 う機会を提供する「日

本語会話パー トナー」という制度があります。交流

の形はふた りで決めて結構ですが、これまでは週に
1度一緒に「お しゃべ りする」「ご飯を食べる」と

いうところか ら始めたペアが多かつたようです。

新 しい文化に出会 うチャンスをお見逃 しなく !

申し込み先 :学生支援グループ (申込用紙あり)

申し込み期限 :9月 29日 (木 )

英会話を楽しむ 海外協定校に留学‐する.

学生同士で中国語・日本語を学ぶ

中国語や日本語を学びたい学生が、それ らを母

語 とす る学生 と1対 1で勉強す る「言語チュー タ

ー」という制度です。「教える人」「習 う人」の両

方を募集 します。応募資格は以下の通 りです。

◇中国語
<習 う人>本 学学生であればどなたでも

<教える人>中 国語母語話者の本学学生

◇日本語

<習 う人>本 学学部 1・ 2年生の留学生

<教える人>日 本語母語話者の本学学生

申 し込み先 :学生支援グループ (申 込用紙あり)

申し込み期限 :9月 29日 (木 )

本学学生である皆さんは、協定校である吉林1華

橋外国語学院 (中 国・長春市)、 金山女子大学校

(韓国・釜山広域市)、 韓南大学校 (韓国・大田

広域市)、 コンケン大学 (タ イ・・コンケン市)に
短期留学などができます。後期説明会を以下の通

り開催 しますので、興味のある方はぜひ :   |

【町田キヤンパス】
9月 29日 (木 )

1204教 室にて

20-12 : 50

【千代田三番町キャンパス】
9月 30日 (金 )12:20～ 12:50
1807ゼ ミ室にて

申し込み不要。直接会場へどうぞ。いずれのキャ
ンパスでもお昼ご飯持参OKです。

:1
します。飛躍のテ■シス 1     ‐|‐ . ■

申し込み先 :‐学生支援グループ (申込用紙あ
―
り)

申し込み期間 :10月 1‐ 1日 (火)～ 11月 30日 (水 )

内容 :1 外国語暗唱部門
(英語・中国語 指定テキストあり)

2 日本語弁論部門 (次の中から選択)

①日本で暮らして考えたこと
②日本で出会つた大切な人
③私の夢

3 海外体験弁論部門 (次の中から選択)

①海外研修・研修体験から得たもの
②海外に滞在して考えたこと
③外国で出会った大切な人

※2と 3は原稿用紙3～ 3枚半の原稿も提出
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